
 

      （住友大阪セメント株式会社） 

2015 年 8月 3日 

 

可塑性充填剤『ＳＫＧ４８』を発売開始 

 

住友大阪セメント株式会社（社長：関根福一、本社：東京都千代田区）の建材事業部は 

『ＳＫＧ４８』を、２０１５年８月より販売を開始致します。 

※ ＳＫＧは、Soft- Keeping Grout（または Sumitomo Kaso Grout）を表します。 

 

１． 新製品の概要 

トンネル背面・農業水路背面空洞等への可塑性注入材であり、４８時間洗浄不要で、

抜群の作業効率と機動性を発揮することができます。 

 

２．新製品の特色 

「従来のグラウト材よりもっと効率的で機動的な材料・工法はないか？」という 

ニーズに答えるため開発しました。 

 

従来の工法では、時間の経過とともに硬化が進行するため、圧送ホースの洗浄作業・

残材量の廃棄等でロスが多かったが、新製品は流動性を４８時間保持できることに 

よって、①作業時間効率アップ ②廃棄量削減 を実現できる画期的な充填剤です。 

 

３．販売方針 

販売エリアは、当面は関東地方、中部地方、北陸地方、甲信越地方、東北地方 

メーカー希望価格は 30,000 円/㎥、平成 27 年度 約３億円の販売見込み。 

 

(本件に関する問い合わせ先) 

住友大阪セメント株式会社 総務部 IR 広報クループ 

TEL:０３―５２１１－４５０５ FAX:０３-３２２１－４６５１  

 

詳細は別紙、建材事業部のニュースリリースをご覧ください。 

※別紙  

  ４８時間圧送管内グラウト品質保持の可塑性充填剤『ＳＫＧ４８』を発売開始    
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2015 年 8月 3 日 

４８時間圧送管内グラウト品質保持の可塑性充填材 

『ＳＫＧ４８』を販売開始 

 

【新製品の概要】 

1)トンネル背面･農業水路背面空洞等への可塑性注入材料である。 

2)可塑性のＡ液・Ｂ液ともに４８時間洗浄が不要であり、抜群の作業効率と機動性を発揮する。 

3)圧送性能は従来の可塑性グラウト材と同等 

4)主材（Ａ液）の粘度は直後 1.7dPa・S → ２日 1.7dPa・S と変わらず。 

 

【どのようなニーズに応えるか】 

 現在、市場ではさまざまな可塑性グラウトが使用されている。主材と言われるものは時間経過と共

に硬化が進行する為、圧送ホースの洗浄作業が必要である。 

従来の工法では実施工時間以外にロス作業が大きくなっている。 

例えば ①始業時の材料混錬準備時間 

②終業時の配管洗浄時間 

③ホース内材料廃棄 

等、注入作業以外に掛かるロス時間が大きくなっている。 

またトンネル背面・農業水路背面空洞は長距離圧送現場が多く、洗浄時による廃棄するグラウト材

のロス、および処理も問題となっている。 

このような状況を踏まえると，もっと効率的、機動的に施工できる材料･工法は無いか？というニ

ーズが現れることがわかる。当社はこれにいち早く応えるべく開発を行った。 

今回汎用型の可塑性グラウト材は市場の期待する「４８時間、配管内グラウト品質保持」を応え、

①作業時間効率アップ 

②廃棄量削減 

を主眼とした『ＳＫＧ４８』という名称で上市に至ったものである。 

 

【製品概要】 

●Ａ液 

Ａ主剤+Ａ添加剤+Ａ混和材＋清水 

表１－ A 液 性状変化 

項目 練り直後 静置２日 静置７日 

密度(ｇ/cm３) 1.23 1.23 1.23 

粘度(dPa・s) 1.7 1.7 2.10 

 

  ●Ｂ液 

    B 材＋清水 

表 2－ B 液 性状変化 

項目 練り直後 静置２日 静置７日 

密度(ｇ/cm３) 1.17 1.17 1.17 

粘度(dPa・s) 0.50 0.50 0.60 

 



  ●可塑性状 

              表３－ 可塑性状変化 

項目 練り直後 静置３日 

密度(ｇ/cm３) 1.22 1.22 

フロー値（ｍｍ） 135 120 

強度 28ｄ（N/mm2) 2.3 2.4 

【開発のポイント】 

●２液混合タイプとする 

 弊社の可塑材である JETMS は 2液混合タイプであり、現在施工している JETMS 協会の会員等、現

状の混錬設備で施工が可能なものとした。 

●各液はそれぞれ７日間程度未固化とし、流動性を４８時間保持できるものとした。 

 前記 JETMS にも耐海水用、長距離圧送用など現場に対応可能な可塑材はあるが、長距離圧送タイ   

 プでは混練作業、圧送ホース管の洗浄が大変な作業となり、そのため施工時間も十分確保できな

かった。 

 このような問題を解消するにはＡ液、Ｂ液の２液をショットするまで硬化させない、と言う観点

から開発に至る。 

 この開発メリットは以下を中心とし取り組んだ 

① 圧送ホースの洗浄作業量低減 

② 洗浄時間を削減でき、注入時間の確保 

③ 洗浄水の廃棄処理費用を低減 

●２液を混合するとＪＥＴＭＳと同様となる性状を求めた。その結果、１時間程度は可塑性状を保

持する為、１時間以上 1箇所から注入しても粘性上昇によるポンプ圧の負荷を低めで抑えること

が可能となる。 

 但し、初期の可塑性状がＪＨＳフロー値で 120～140ｍｍ程度のためＮＥＸＣＯの 1時間フロー値

の規格は満足しない 

 

【販売方針】 

●販売エリア 

  当面は関東地方・中部地方・北陸地方・関東甲信越地方・東北地方で展開する。 

●販売計画 

本製品のメーカー希望価格についてはリリース当日にご報告致するが，上市初年度である H２７

度売上で約 3億円/年の販売を見込んでいる。 

 

【その他の情報】 

●本製品は NEXCO の FCB 工法設計・施工要領(H19.1)における上部路床部規格 1000kN／m2を発現する

ように設計されており，道路下空洞への充填も可能である。 

●本製品の材料，設計技術，製法について特許出願済みである。 

 

【問い合わせ先】 

住友大阪セメント㈱ 建材事業部 営業統括グループ 

TEL ：03-5211-4750 ＦＡＸ：03-3221-5183 

Mail ：nokihara@soc.co.jp 

file:///C:/Users/102341/AppData/Local/Temp/notes327EC1/nokihara@soc.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＫＧ４８の荷姿 
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施工フローの概要 


